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　原著 Pathways in Theodicy: An Introduction to the Problem of Evil（直訳すれば
『神義論における幾つかの道筋 ─ 悪の問題についての序論』）は、カナダの
159『キリストと世界』31号
トーンロー大学宗教学部准教授のMark S. M. Scott（マーク・S・M・スコッ
ト）によって Fortress Pressから 2015 年に出版された秀作であり、関西学
院大学神学部准教授の加納和寛氏が翻訳に取り組まれ、『苦しみと悪を神
学する─神義論入門』として教文館から 2020 年に出版された。スコット
には、本書の他にオリゲネスの悪の問題を扱った Journey Back to God: Origen 
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から聖書的根拠や経験的悪に根ざした神学的考察
4 4 4 4 4
に移行すべ
きことであり、同時に、複数の神学的素材を提示して対話的なアプローチ

















































































（教文館、2020 年、364 頁、ISBN: 978-4764267442、定価 3,600 円＋税）
